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神戸市中央区磯上通４－１－６ 神戸市職員労働組合
発行人/黒田 崇／編集人/村上敏光／�078-595-6200

メールアドレス kobe4449＠kobeshisyokurou.com

����年��月��日 発 行 第����号 ( 1 )公 鏡(旬刊・1 の日(1日.11日.21日)発行) 2014年２月13日第三種郵便物承認

定価１部10円 (組合員の購読料は組合費に含んでいます)

〈〈２２面面〉〉

・・22002266賃賃金金確確定定闘闘争争 市市労労連連団団体体交交渉渉

・・市市職職労労賃賃金金確確定定闘闘争争報報告告学学習習会会

・・神神戸戸市市民民病病院院機機構構法法人人本本部部((1100//６６)) 神神戸戸市市公公立立大大学学法法人人((1100//７７))

22002266賃賃金金確確定定･･労労働働条条件件改改善善､､年年末末手手当当のの要要求求書書をを提提出出

・・賃賃金金確確定定闘闘争争でで小小委委員員会会交交渉渉

・・市市職職労労6600歳歳ををおお祝祝いいすするる会会

氏名( )

所属( )

匿名希望 有・無

ペンネーム( )

き り と り 線

投稿募集

☆市職労への要望

☆身近に感じる疑問､

矛盾､ 改善への提

案 etc.

※教宣部まで

掲載させていただい

た方には素敵な記念

品を進呈！

遠め

が
ね

みなさんは
ちいかわを
ご存じです
か｡ イラス
トレーター

のナガノさんが生み出した
ちいさくてかわいいキャラ
クターたちの日常を描いた
作品です｡ ちいかわやハチ
ワレなど個性豊かなキャラ
クターが登場しますが私が
特に好きなのは ｢うさぎ｣

です｡ ▲うさぎは突然大声
を出したり奇妙な行動を取っ
たりと､ 一見すると何を考
えているのか分からない自
由奔放なキャラクターです｡
しかし､ 仲間がピンチに陥っ
たときには力を貸し危険な
場面でも頼りになる姿を見
せます｡ 普段の姿とのギャッ
プもうさぎの魅力の一つで
すね｡ ▲これを労働組合に
無理やり当てはめてみると､

組合は普段はレクリエーショ
ンやイベントなどを通じて､
組合員同士が交流できる機
会をつくっています｡ 一見
すると､ 楽しく集まってい
るだけに見えるかもしれま
せん｡ しかし､ そうした交
流の中でこそ､ 職場での悩
みや不満､ 改善してほしい
ことなど､ さまざまな声を
聞くことができます｡ そし
て､ いざというときには組

合員の声を集めて当局に届
け､ 組合員のために力を発
揮する｡ それが労働組合の
大切な役割ではないでしょ
うか｡ ▲これからもみなさ
んが気軽に参加できる活動
を大切にしながら､ 一人ひ
とりの声に耳を傾け､ 困っ
たときには頼りになる｡ そ
んな組織､ そして役員であ
りたいと思います｡ イヤーッ
ハァー！

遠
め

がね

＜要求に対する
回答要旨＞

○本市では､ 組織の活性化

や市民サービス向上のため､

組織を支える職員一人ひと

りが明るく前向きに､ 活き

活きと働ける職場環境の構

築を進めてきました｡ 引き

続き､ 信頼関係のある強い

組織を築くため､ 働きやす

い職場環境や､ モラルが高

く一人ひとりが尊重される

風通しの良い職場風土の実

現に向けた取り組みを進め

ていきます｡

○各種ハラスメントについ

ては､ 社会的に許されない

行為であるだけでなく､ 円

滑な公務を妨げかねない問

題です｡ 職員一人ひとりの

尊厳や人格が尊重される職

場づくりに取り組んでいく

ため､ ｢神戸市ハラスメン

ト対策基本方針｣ を策定し､

全職員への研修等による啓

発を行っています｡ また職

員を守るとともに､ 適正な

行政サービスを提供するた

め､ 昨年度､ ｢神戸市カス

タマーハラスメント対策基

本方針｣ を策定しており､

本方針に沿って､ 職員向け

マニュアルの作成､ 全職員

を対象とした研修の実施､

弁護士や警察OBなどによ

る相談・対応支援､ 防犯カ

メラ等の拡充を行うなど､

組織的な対策の強化に向け

て取り組んでいます｡

○各種制度の取得について

は､ 職務の性質や人員体制

等に留意しながら､ 引き続

き､ 各種制度を取得しやす

い職場風土の醸成や職員が

取得しやすい制度設計など

にも､ 取り組んでいきます｡

すべての職員にとって働き

やすく､ また安心して働き

続けることができる､ 快適

で安全な職場環境の確保に

向け､ 引き続き､ 取り組ん

でいきたいと考えています｡

○時間外勤務については､

継続した業務改革への取組

み等により､ 一人一月あた

りの時間外勤務時間数及び

長時間勤務者は､ 昨年度と

比較して減少傾向にありま

す｡ 引き続き､ 職員の健康

確保の観点から､ 時間外勤

務の縮減､ 特に長時間勤務

の解消には組織をあげて､

最優先の課題として抜本的

に取り組まなければならな

いと考えています｡

そのためにも､ ｢やめる・

へらす・かえる｣ の視点に

基づく徹底した業務改革や､

DXの推進による業務量の

削減・効率化についても､

各局室区長の強いリーダー

シップのもと､ 職員の協力

も得ながら､ さらに取り組

んでいく必要があると考え

ています｡

○賃金不払い残業が発生す

るようなことは決してあっ

てはならないと考えていま

す｡ 引き続き､ 適切な勤務

時間の管理について取り組

みを徹底していきたいと考

えています｡

○欠員や､ 業務増等が発生

している職場については､

その実態を把握した上で､

過重になっている職場につ

いては､ 労働安全衛生の観

点からも様々な方法を考え

ながら対応していきたいと

考えており､ 保育所職員に

ついても同様です｡

また､ 突発的な業務への

対応については､ 今後も様々

な方法を取り入れながら､

必要な体制を確保していき

たいと考えています｡

○会計年度任用職員の処遇

については､ 引き続き適切

な給与水準､ 勤務条件にな

るよう努めていきます｡

○定年の引上げに伴う60歳

超職員の職務のあり方につ

いては､ 職員が60歳以後の

勤務の意思を決定できるよ

う､ 今後も適切な情報提供

や意思確認に努めるととも

に､ 高齢職員をはじめすべ

ての職員が安心して働き続

けられるよう対応していき

たいと考えています｡

回答の後､ 市職から､

｢要求に関する回答をいた

だきました｡ ここ数年､ 勤

務労働環境の改善として､

職場の意見を聞くことや過

重労働の解消を求めてきて

いますが､ 職場では多くの

不満がくすぶっています｡

トップダウンでの組織運営

でなく､ 職員､ 所属の意見

が尊重されるよう改めてお

願いします｣ と改めて申し

入れました｡

10月７日市職は､ 勤務労働環境の改善に関する要求書を提出し､ 職場課題の改善を
申し入れました｡ 給与課長からは､ ｢職員に必要な情報が適切に周知されるよう努め
るとともに､ 様々な機会を捉えて､ 職員のみなさまのご意見をお聞きしながら､ 職場
実態の把握にも努めていきたい｣ ｢勤務労働条件に関する事項はこれまでどおり協議
していきたい｣ との考え方が示されました｡ (市職労ニュース№３参照)

勤務労働環境の改善に関する要求書を提出 神職発№106
2026年10月７日

神戸市長
久元 喜造 様

神戸市職員組合
執行委員長 北川 学

職員の勤務労働環境の改善に関する要求書

日頃から､ 市民福祉の向上ならびに職員の労働条件と執務
環境の改善にご尽力いただいておりますことにお礼申し上げ
ます｡
さて､ 2027年度に向けて､ 職員が健康で安心して業務がす
すめられるよう､ 下記のことについて要求しますので誠意を
もって検討いただくようお願いします｡

記
１. 業務内容の変更や業務量の増加に伴う事項については労
働組合と協議をすること｡
２. 恒常的に長時間の時間外勤務が発生している職場の改善
を行うこと｡
３. サービス残業は絶対にあってはならないという認識を所
属長へ徹底すること｡
４. パワハラ・セクハラ・カスハラなど､ あらゆるハラスメ
ントに対し､ 迅速に対応できるようにすること｡
５. ｢業務量が増大｣ または､ ｢業務が大きく変わる｣ 職場に
ついては､ 当局の責任において職員への周知や体制の確保
を行うこと｡
６. 民間委託によって､ 市民サービスを低下させないこと｡
また職員の負担増加とならないようにすること｡
７. 長年培ってきた知識・経験・技術が活かせるような職場
環境とすること｡ また､ 人事異動サイクルを適正なものと
すること｡
８. 若年層から高齢層まで､ すべての職員が安心して働き続
けられる職場環境とすること｡
９. 各種システムの変更に対して､ 必要な情報を職員に共有
するとともに職場の意見を尊重すること｡ また､ 十分な研
修期間を確保し職場に混乱をきたすことのないようにする
こと｡
10. 各庁舎の建て替え・移転は､ 職員の意見を聞き職場環境
の充実を図ること｡ また､ 既存施設の空調や職場設備の改
善を進めること｡
11. 会計年度任用職員が安心して働けるよう希望者には雇用
継続をすること｡
12. 正規職員・再任用職員・会計年度任用職員の欠員が生じ
ている職場に対し早急に欠員補充を行うこと｡
13. 風通しの良い職場づくりをすすめるため､ 各所属でのコ
ミュニケーションを大切にし､ 所属長等が職員の意見を十
分に聞き働きやすい職場づくりをすすめること｡
14. 育児短時間勤務制度､ 高齢者部分休業､ 介護休暇制度な
どを安心して利用できるよう職場環境を整えること｡
15. 災害対応や選挙事務をはじめ､ 感染症対策など短期間に
多くの応援を必要とする突発的業務に対応できるようリス
ク管理も含めた体制を確保すること｡

以上
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10月９日､ 2026年度 ｢市職労60歳

をお祝いする会｣ を中央区文化セン

ター及び第一楼で開催しました｡

第一部の学習会は､ ｢今のうちに

知っておこう｡ 退職と老後のここが

ポイント｣ と題してファイナンシャ

ルプランナーによる講演｡

市職労から ｢定年引上げについて｣

の説明会を行いました｡ 約１時間半

の学習会でしたが､ 時間はあっとい

う間にすぎ､ 参加者からは ｢もっと

時間をかけて詳しく聞きたかった｣

などの感想がありました｡

また､ 二部の懇親会は､ ｢第一楼｣

で開催｡ 久々に会う同僚､ 同期と､

にぎやかな笑い声が会場内にあふれ､

和やかに懇親を深めました｡

市職労60歳をお祝いする会

懇親会場は楽しい雰囲気に包まれる!

�������������������������������������

2026賃金確定闘争 市労連団体交渉

2026年度賃金確定･制度改善､年末手当の要求書を提出
10月７日市労連は､ 正木

行財政局長をはじめとする

当局代表と団体交渉を行い

ました｡ この交渉で市労連

は､ 2026年度賃金確定・制

度改善と年末手当の要求書

を提出しました｡

要求に対し､ 局長から

｢現時点における他の政令

市の勧告状況を見ると､ 多

くの都市で､ 月例給､ 期末・

勤勉手当について､ 引上げ

の勧告がなされている｡ ま

た､ 私どもの情勢につきま

しては､ 先日の交渉で申し

上げたとおりです｡ それら

の情勢や､ 国や他の自治体

の動向を踏まえながら､ 本

市人事委員会の勧告の内容

を尊重し､ 十分検討した上

で､ 改めて私どもの考えを

お示しさせていただきます｡

みなさま方とは十分に協議

していきたい｣ との回答が

ありました｡��������������������������������������������������
市職労は､ 神戸市民病院機

構法人本部､ 神戸市公立大学

法人と交渉を行い､ 2026賃金

確定・労働条件改善､ 年末手

当の要求書を提出しました｡

要求に対し病院機構からは､

｢神戸市や国立病院機構及び

経営状況等も踏まえ､ 十分に

検討を行い､ 改めて回答させ

ていただきたい｣｡ また公立

大学法人からは､ ｢市の状況

や法人の財政状況を踏まえ､

内部で検討をさせていただ

き､ 改めて回答させていただ

きたい｣ との考え方が示され

ました｡

神戸市民病院機構法人本部(10/６)
神戸市公立大学法人(10/７)

2026賃金確定･労働条件改善､
年末手当の要求書を提出

市職労賃金確定闘争報告学習会
2026賃金確定闘争は11月９日を山場として取り組

まれています｡ 今年度は中高齢層まで含めた給料表

の大幅引上げや､ 再任用職員の給料の大幅な引上げ

が課題となります｡ 毎年､ 賃金確定闘争の結果はど

うなったのか､ ニュースだけではわかりにくいとい

う声もいただいていますので､ 下記のとおり報告学

習会を開催します｡ ぜひご参加ください｡

◇とき／ところ◇
① 11月18日(水) 18：30

② 11月20日(金) 18：30
いずれも中央区文化センター1112会議室

※内容はどちらも同じ内容です｡ できるだけ多くの

方にご参加いただきたいので､ どちらか一方でお

願いします｡ なお､ 会議室の都合上､ 定員になり

次第締め切ります｡

申し込みはQRから

お願いします｡

賃金確定闘争で小委員会交渉

市労連､各単組から
職場要求を申し入れる

10月13日市労連は､ 中村行財政局給与課長をはじめとする当
局代表と小委員会交渉を行いました｡ この交渉で市労連から､
職場意見を踏まえ要求課題を申し入れました｡ これに対し､ 当
局から､ ｢引き続き検討を行い協議していく｣ との考え方が示
されるとともに､ 住居手当の見直しについて提案があり､ 市労
連は､ 持ち帰り協議することとしました｡

交渉で､ 市職労からは

｢給料表の引上げについて､

今年も国は中高齢層を大幅

に引き上げている｡ 神戸市

においても国以上の引上げ

を｣ ｢再任用職員の給料に

ついて国は､ 8.5％の引上

げをしている｡ 再任用職員

は､ 長年の経験や知識で､

職員と同様の仕事をしてお

り､ 国に負けない引上げを｡

一時金について一般職員と

同月数となるよう努力を｣

｢部分休暇について小学校

卒業までに｣ ｢介護休暇に

ついて使いやすく｣ ｢職場

応援加算制度について金額

の引上げや支給対象範囲の

拡大｣ を主張しました｡

提 案 資 料
2026年10月13日

住居手当の見直しについて(案)

１. 内 容
・人材確保及び市内居住促進の観点から､ 市内居住の借家・借間について新たに年齢区分
を設け､ 次のとおり支給額の見直しを行う｡

※１：35歳に達する日以後の最初の３月31日までの間にある者が該当
※２：要件に該当する神戸市内の空き家に居住した場合の加算後の支給額

２. 実施時期
2027年４月１日

住居形態 借家・借間 持ち家等

居 住 地 市 内 市 外 市 内

年齢区分 35歳未満※１ 35歳以上 － －

現 行
19,000円
(34,000円※２)

15,000円
4,000円

(14,000円※２)

2027年４月１日～
2028年３月31日

25,000円
(40,000円※２)

同 上
12,500円

同 上
2028年４月１日以降

30,000円
(45,000円※２)

10,000円
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